
令和７年度 豊かな学びを推進する幸手市GIGAスクール構想 グランドデザイン

※Purpose=「志」や「社会的な存在意義」
※PBL=Project Based learning
※DC=デジタル・シティズンシップ教育

GIGA環境・デジタル学習基盤を活用し 幸せの要（い）場所を創れる子を育成する

GIGA第１期の成果

①GIGA環境活用が学校の「当たり前」に
令和５・６年度に、文部科学省からリー

ディングDXスクール事業の指定を受けた
影響もあり、市内各校で好事例が広がり、
どの学校・どの教室でも端末利活用が日常
の風景となった。児童生徒・教職員ともに
抵抗感なくGIGA環境で学びが進んでいる。

②PBLの浸透・課題解決する意識の醸成
PBL＝課題解決型学習の重要性を教職員

がしっかりと理解。総合的な学習の時間を
中心に各校で創意工夫のある教育活動を展
開するようになった。児童生徒の非認知能
力は非常に良好な結果となっている。

③デジタル・シティズンシップ教育の推進
デジタル技術の利点・留意点を意識した

学びが進んでいる。外部講師に頼らず、学
校が自走して「ICTの善き使い手」を育成
しようとしている。

GIGA第１期の課題

①「当たり前」に潜む「格差」の是正
文科省も示すように、GIGA環境の利活

用には「格差」が生じている。学校間差・
教職員間差等、あらゆる「格差」を埋める
べく、正確な分析を行いつつ、ICT教育専
門員等による研修・講座を充実させていく。

②「当たり前」に潜む「浅さ」の是正
児童生徒の学びが表面的に終わっている

ケースが見受けられる。発表場面はあるが
「相手・目的意識」が弱い、自ら「問い」
を立てられない等の問題も散見しており、
真の課題解決型学習が求められる。

③ストレスフリーな「GIGA環境」の実現
デジタル学習基盤を駆使するには、スト

レスを感じないGIGA環境整備が必要不可
欠である。ネットワークの脆弱性、端末ス
ペックの低さ、端末交換にかかる時間の長
さ等の問題を解決すべく、2ndGIGAでは
端末OSの変更も含め改善を図っていく。

2nd GIGA フォーカス４アクション

①教職員の校務利活用の促進 ～教師がデジ
 タルの良さを実感。教師と子供の学びは相似形～

②児童生徒の情報活用能力の育成 ～DCスキルラダーを
 ベンチマークとした資質・能力の育成～

③GIGA環境を活用したＰＢＬの一層の推進 ～相手・目的意識を 
もち、真に課題を解決する学びへと昇華＝非認知能力の向上へ～

④資質・能力の育成に寄与するGIGA環境の活用            
～デジタルだからこそ実現する主・対・深の学びへ～

デジタル技術の活用が楽しい！
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